
１．はじめに

戦 後 、 我 が 国 で は 都 市 圏 の 拡 大 と そ れ 以 外 の 地 域

の 衰 退 が 進 行 し た と 言 わ れ て い る が 、 こ の 変 化 に お

い て 交 通 網 整 備 が 何 ら か の 役 割 を 演 じ た こ と は 多 く

の人々が認めるところであろう。

本 研 究 は 交 通 が 地 域 の 人 口 や 産 業 に 与 え る 影 響 を

把 握 す る こ と を 目 的 と し 、 地 域 の 変 化 を よ り 的 確 に

捉 え る 地 域 分 析 方 法 に つ い て 研 究 を 行 な っ た も の で

あ る 。 ま た 実 際 の デ ー タ を 用 い て そ の 適 用 性 に つ い

て検討を行ったものである。

こ れ ま で に も 交 通 網 整 備 と 地 域 発 展 の 関 係 に つ い

て は 研 究 が 行 わ れ て お り 1 ) 2 ) 、 交 通 網 整 備 と 地 域 発

展 と の 関 係 は 明 ら か に さ れ つ つ あ る 。 ま た 文 献 3 ) で

は シ フ ト ･ シ ェ ア 分 析 を 用 い て 産 業 の 成 長 に つ い て

全 国 的 な 傾 向 と 地 域 固 有 の 傾 向 と を 分 離 し て 時 間 経

過 に 伴 う 地 域 の 成 長 を 扱 っ た 研 究 が 行 わ れ て お り 、

地域産業の変化の特徴が明らかにされている。

２．本研究における地域分析の考え方

(1)基本的な考え方

本 研 究 は 交 通 網 整 備 が 地 域 特 性 に ど の よ う な 変 化

を 与 え た か を 明 ら か に す る た め の 分 析 方 法 に つ い て

研 究 し た も の で あ り 、 地 域 指 標 間 の バ ラ ン ス の 変 化

をとらえることを分析の主な視点とした。

(2)地域指標

本 研 究 で は 地 域 を 表 す 基 本 指 標 と し て 地 域 人 口 、

第 2 次 産 業 従 業 者 数 、 第 3 次 産 業 従 業 者 数 を 用 い 、 こ

れらの2時点データを用いて分析を行った。

な お 、 地 域 の 指 標 と し て は 、 出 荷 額 等 の 金 額 を 基

本 と し た 指 標 も 考 え ら れ る が 、 一 時 的 な 経 済 変 動 な

ど に 対 し て 敏 感 で あ る と 考 え ら れ 、 本 研 究 で は 比 較

的 安 定 し て い る 人 口 を 基 本 と し た 指 標 を 採 用 し た 。

ま た 、 従 業 者 は 当 該 ゾ ー ン 外 か ら の 流 入 に よ る も の

も 含 ま れ る が 、 地 域 の 特 性 を 表 現 す る と い う 点 で は

問 題 な い と 考 え ら れ る 。 た だ し 、 第 2 次 産 業 従 業 者 数

に は 、 第 2 次 産 業 の 第 3 次 産 業 的 業 務 を 行 っ て い る 部

門 も あ る た め 、 具 体 的 な 分 析 を 行 う 場 合 に は こ の 点

に注意しなければならないと考えられる。

(3)地域特性の変化のとらえ方

地 域 特 性 の 変 化 の 方 向 性 を 明 確 に す る た め 、 個 々

の 指 標 の 増 減 だ け で は な く 、 指 標 間 で 増 加 の 度 合 い

の 大 小 関 係 の 比 較 を 行 い 、 指 標 間 の バ ラ ン ス の 変 化

を と ら え る こ と と し た 。 古 典 的 な 都 市 モ デ ル で あ る

ロ ー リ ー モ デ ル の 考 え 方 を 参 考 に す る な ら ば 、 あ る

地 域 の 基 本 的 な 地 域 構 造 に 変 化 が な け れ ば 地 域 を 表

す 各 指 標 の 割 合 は 一 定 で あ り 、 こ の 場 合 、 各 指 標 の

増 加 率 は す べ て 等 し く な る と 考 え ら れ る 。 換 言 す れ
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すべて同じ増加率ならば、
基本的な地域特性は変わらない

増加率が異なると、
地域特性が変化する

　　　図１　地域特性変化の基本的な考え方　　　



ば 、 図 １ の よ う に 指 標 間 の 増 加 率 に 相 違 が あ れ ば 、

基 本 的 な 地 域 構 造 に 変 化 が あ っ た と 考 え る こ と が で

きる。

(4)地域分類

文 献 3 ) で は 、 全 国 的 な 変 動 傾 向 を 基 準 に 個 々  の 指

標 に つ い て 増 加 率 の 分 析 が 行 わ れ て い る が 、 本 研 究

で は 前 述 し た よ う な 地 域 特 性 の と ら え 方 を し て い る

た め 、 最 も 基 本 的 な 指 標 で あ る と 考 え ら れ る 人 口 の

伸 び に つ い て の み 、 全 般 的 な 傾 向 を 基 準 と し た 分 析

方法を行っている。

本 研 究 で は 、 2 時 点 の デ ー タ を 用 い て 次 の よ う な

地域分類を行った。

表 ２ の よ う に 、 ま ず 、 地 域 人 口 の 増 加 率 に 関 し て

a)減少 b)基準平均値未満の増加 c)基準平均値以上の

増 加 の 3 段 階 に 分 け る 。 次 に 、 こ の 地 域 人 口 の 増 加

率 を 基 準 に 、 第 2 次 産 業 従 業 者 数 、 第 3 次 産 業 従 業 者

数 の 各 増 加 率 が 地 域 人 口 の 増 加 率 を 上 回 る か 下 回 る

か で そ れ ぞ れ 2 段 階 に 分 け た 。 そ し て 、 こ れ ら を 組 み

合 わ せ る こ と で 地 域 を 1 2 分 類 す る こ と と し た 。 図 ２

は こ れ ら 1 2 分 類 に お け る 各 々  の 地 域 特 性 変 化 の 様 子

を表した模式図である。

３．京阪神地域への分類の適用

(1)分類条件

(a)対象地域

地 域 分 類 を 適 用 す る 調 査 対 象 地 域 は 京 阪 神 地 域 を

中 心 と す る 大 阪 府 下 全 域 、 京 都 府 南 部 、 兵 庫 県 南 部

とした。

(b)対象年次

分 析 対 象 年 次 は 、 昭 和 5 0 ( 1 9 7 5 ) 年 お よ び 平 成

2(1990)年の2時点の地域指標を用いて分析した。

(c)ゾーン分割

　　　　　　　　　　　　　　　　表表表表表表表表2222　　　　地地地地地地地地域域域域分分分分類類類類基基基基準準準準

記号 人口増加率(a) 2次増加率(b) 3次増加率(c) ｿﾞｰﾝ数 特徴

1AA a ≧ 基準平均値 b ≧ a c ≧ a 53 人口増加地域でさらにいっそう産業機能の増加傾向の強い地域

1AB a ≧ 基準平均値 b ≧ a c ＜ a 0 人口増加地域で3次から2次へ産業機能が移りつつある地域

1BA a ≧ 基準平均値 b ＜ a c ≧ a 36 人口増加地域で2次から3次へ産業機能が移りつつある地域

1BB a ≧ 基準平均値 b ＜ a c ＜ a 13 人口増加だが、産業機能の増加は比較的小さい(または減少)地域

2AA 0≦a＜基準平均値 b ≧ a c ≧ a 14 人口微増地域で産業機能の増加傾向のある地域

2AB 0≦a＜基準平均値 b ≧ a c ＜ a 2 人口微増地域で3次から2次へ産業機能が移りつつある地域

2BA 0≦a＜基準平均値 b ＜ a c ≧ a 12 人口微増地域で2次から3次へ産業機能が移りつつある地域

2BB 0≦a＜基準平均値 b ＜ a c ＜ a 0 人口微増地域で産業機能が停滞あるいは減少している地域

3AA a＜0 b ≧ a c ≧ a 41 人口減少だが、産業機能の減少は比較的小さい(または増加)地域

3AB a＜0 b ≧ a c ＜ a 1 人口減少地域で3次から2次へ産業機能が移りつつある地域

3BA a＜0 b ＜ a c ≧ a 35 人口減少地域で2次から3次へ産業機能が移りつつある地域

3BB a＜0 b ＜ a c ＜ a 1 人口減少地域でさらにいっそう産業機能の減少傾向の大きい地域
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図２　地域特性の変化の方向性



市 区 町 村 を ゾ ー ン 単 位 と し 、 大 阪 府 下 に つ い て

は 、 さ ら に 以 下 の 基 準 で 大 阪 市 ( 区 数 2 4 ) を 4 2 ゾ ー ン

に 、 他 の 大 阪 府 下 4 3 市 町 村 を 1 1 5 ゾ ー ン に そ れ ぞ れ

分 割 し た 。 分 析 対 象 地 域 全 体 で ゾ ー ン 数 は 2 0 8 と

なっている。

・ 各 市 区 町 村 の 主 要 な 鉄 道 駅 周 辺 地 域 に つ い て

は 、 駅 を 中 心 と す る 半 径 1 k m の 範 囲 が 同 じ ゾ ー

ンになるように分割する

・ 市 区 町 村 内 に 鉄 道 駅 が 複 数 存 在 す る 場 合 に は 駅

勢圏を考慮してゾーン境界を設定する

・ゾーン境界は町丁字境界を基にする

・ 幅 員 の 大 き な 道 路 や 、 幅 の 広 い 河 川 を 参 考 に ゾ

ーン分割する

(d)地域指標

地 域 人 口 は 昭 和 5 0 年 お よ び 平 成 2 年 度 の 国 勢 調 査 人

口 を 、 第 2 次 お よ び 第 3 次 産 業 従 業 者 数 は 昭 和 5 0 年 お

よ び 平 成 3 年 度 事 業 所 統 計 調 査 を 基 に 産 業 分 類 項 目 表

の 産 業 大 分 類 ご と の 従 業 者 数 を 表 １ に 沿 っ て 集 計 し

た 。 国 勢 調 査 と 事 業 所 統 計 調 査 の 調 査 年 次 は 平 成 2 年

お よ び 平 成 3 年 と な っ て お り 一 致 し て い な い が 、 本 研

究 の 成 果 に は 大 き な 影 響 を 及 ぼ さ な い と 考 え ら れ る

た め 、 デ ー タ の 補 間 等 に よ る 調 整 は 行 っ て い な い 。

( 以 下 、 平 成 2 年 と は 第 2 次 産 業 従 業 者 数 ･ 第 3 次 産 業 従

業 者 数 に つ い て は 平 成 3 年 度 デ ー タ を 使 用 し た も の で

ある。)

(e)その他

対 象 地 域 の 各 ゾ ー ン に つ い て 昭 和 5 0 年 か ら 平 成 2 年

ま で の 1 5 年 間 の 人 口 増 加 率 、 第 2 次 産 業 従 業 者 数 増 加

率 、 第 3 次 産 業 従 業 者 増 加 率 を 計 算 し 、 前 述 し た 基 準

で 地 域 分 類 を お こ な っ た 。 な お 、 人 口 増 加 の 基 準 平

均 値 と し て は 近 畿 2 府 4 県 の 対 象 年 次 間 に お け る 平 均

人口増加率(8.22%)を用いた。

(2)地域分類の結果

(a)全般的な地域特性変化の方向性

分 類 の 結 果 で あ る 各 地 域 分 類 ご と の ゾ ー ン 数 は 表
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　　図３　地域分類の地理的分布 図４　京阪神地域の主な交通ネットワーク



２ 中 に 示 し た 。 全 般 的 な 傾 向 と し て 第 2 次 産 業 的 機

能 か ら 第 3 次 産 業 的 機 能 へ と 地 域 特 性 が 変 化 す る 地

域 ( 記 号 ： 1 B A ･ 2 B A ･ 3 B A 、 以 下 地 域 分 類 は こ の 記 号

で 示 す ) は 8 3 ゾ ー ン ( 全 体 の 約 3 9 . 9 % ) あ り 、 京 阪 神 地

域 全 体 と し て の 地 域 特 性 の 基 本 的 な 方 向 性 が 変 化 し

つ つ あ る こ と が わ か る 。 こ れ は 地 域 産 業 の 全 般 的 な

高度化を反映してのものであると考えられる。

逆 に 、 地 域 の 特 性 が 第 3 次 産 業 的 機 能 か ら 第 2 次 産

業 的 機 能 へ と 変 化 す る 地 域 ( 1 A B ･ 2 A B ･ 3 A B ) は 極 め

て 少 な く 、 3 ゾ ー ン ( 全 体 の 約 1 . 4 % ) と な っ て い る 。 こ

れ ら の 地 域 は 山 間 部 で 第 2 次 産 業 増 加 率 の 計 算 の 際

の 分 母 が 小 さ く 、 特 殊 な ケ ー ス で あ る と 考 え ら れ る

こ と か ら 、 第 2 次 産 業 を 主 体 と す る 特 性 に 変 化 し た

地域はほぼ皆無であるといえる。

(b)環状構造と特定方向での特徴

大 阪 市 、 京 都 市 、 神 戸 市 な ど の 中 枢 都 市 で は 人 口

減 少 地 域 ( 3 A A ･ 3 B A ･ 3 B B ) が み ら れ 、 こ れ ら 地 域 を

中 心 す る 同 心 円 状 に 神 戸 市 西 区 や 京 都 市 西 京 区 ･ 山

科 区 ･ 伏 見 区 な ど の 比 較 的 人 口 増 加 の 大 き な 地 域

( 1 A A ･ 1 B A ･ 2 A A ) が み ら れ る 。 ま た 、 人 口 減 少 地 域

は 京 阪 本 線 、 阪 急 宝 塚 線 、 南 海 本 線 な ど の 比 較 的 早

期 に 開 通 し た 鉄 道 に 沿 っ て 郊 外 に 広 が る 傾 向 に あ

る。

(c)都心部での特徴

人 口 減 少 地 域 の 多 い 都 心 地 域 に あ っ て も 、 大 阪 市

の 都 島 区 や 城 東 区 な ど ( 2 B A ) で は 大 阪 ビ ジ ネ ス パ ー

ク の 建 設 等 を 反 映 し て 第 2 次 産 業 か ら 第 3 次 産 業 へ の

転 換 傾 向 が み ら れ る 。 こ れ は 、 J R 東 西 線 の 建 設 や J R

学 研 都 市 線 ( 片 町 線 ) の 輸 送 力 増 強 に よ る 郊 外 地 域 と

の 交 流 の 増 大 が も た ら す ( あ る い は 将 来 も た ら さ れ

るであろう)影響によるものであると考えられる。

４．分析方法の表現力に関する考察

(1)通勤鉄道沿線地域での表現力

例 え ば J R 学 研 都 市 線 沿 線 で は 周 辺 地 域 ( 3 A A , 3 B A )

に 比 べ て 人 口 増 加 率 の 高 い 地 域 ( 1 A A ･ 1 B B ･ 2 A A ) と

な っ て お り 、 輸 送 力 増 強 に 伴 う 都 心 部 と の 交 流 拡 大

の 影 響 が 明 ら か に な っ て い る 。 ま た 、 こ の 他 に も 近

年 輸 送 力 増 強 が 行 わ れ て い る 鉄 道 沿 線 ( 例 え ば 泉 南

～ 南 河 内 地 域 の 南 海 電 鉄 ･ J R 阪 和 線 沿 線 や 北 摂 の J R

福 知 山 線 沿 線 な ど ) で は 人 口 お よ び 第 3 次 産 業 の 増 加

傾 向 が 大 き く な っ て い る 地 域 ( 1 B A ) が 明 ら か に な っ て

い る な ど 、 鉄 道 整 備 の 地 域 に 与 え る 影 響 が 比 較 的 よ

くとらえられていると考えられる。

(2)高速道路沿線地域での表現力

人 口 増 加 が 大 き い 地 域 ( 1 A A ･ 1 A B ) の う ち 、 高 速 道

路 が 利 用 し や す い 地 域 ( 例 え ば 、 中 国 自 動 車 道 や 阪 和

自 動 車 道 沿 線 な ど ) で は 第 2 次 産 業 ･ 第 3 次 産 業 と も に

従 業 者 数 が 増 加 す る 傾 向 に あ る 地 域 ( 1 A A ) が 明 ら か

に さ れ る な ど 、 高 速 道 路 整 備 の 地 域 に 与 え る 影 響 に

つ い て も 比 較 的 よ く と ら え ら れ て い る の で は な い か

と考えられる。

(3)分類の限界

人 口 減 少 地 域 で 人 口 に 比 べ て 比 較 的 第 2 次 産 業 や 第

3 次 産 業 の 増 加 の 大 き な ( も し く は 減 少 傾 向 が 緩 や か

な ) 地 域 ( 3 A A ) は 前 述 し た 環 状 構 造 の 内 側 に も 外 側 に

も 見 ら れ る が 、 こ れ ら は 同 じ 地 域 状 況 で あ る と は 考

え に く く 、 分 類 方 法 の 改 良 も し く は 詳 細 な 産 業 分 類

の検討を要するものと考えられる。

５．おわりに

今 後 の 課 題 と し て は 、 よ り 広 い 地 域 に お い て 地 域

分 類 を 適 用 す る と と も に 、 調 査 年 次 に つ い て も よ り

長期的な調査を行うことが考えられる。

ま た 、 本 研 究 で の 分 析 方 法 を 用 い て 、 本 来 の 目 的

で あ る と こ ろ の 交 通 網 整 備 が 地 域 に 与 え た 影 響 に つ

いて分析を行うことも考えられる。
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